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Equality of rights between men and women 29/03/2000.

CCPR/C/21/Rev. 10, CCPR General comment 28. (General

1 委員会はここ 2 一般的意見4
(ー98ー 年第ー この見

直しは、

2

ている。 この

しまう 従って、

3

ょって、

とることを求められる。

ン

うな手段が取られたか、 どのような

困難に阻まれているのか、

4 第2条及
び第3条は丶

ぁらゅる必要な措置を取る

5 歴史的及び

伝統的、 歴史的、

態度を、

化するための理由と 締約国は第3条の約束を危険
に陥れ、

る措置を取ったか、 あるいは取ろぅ

甲第 个8 号

棚人腔員会の纈見2 両性の鴨 佛3条)
(articleS) 2.

Comments)

0年以上に及ぶ活動のなかで蓄積された経験にかんがみて、

3会期) に替えて第3条に関する一般的意見を跚ることを決定した。
棚の下で保護された人権を女性が享有することに関して、 この規定が献な効果を

持っことを考慮するよう求めるものである。

第3条は全ての人周ま規約に規定された櫛Uを平等且っ完全に享有すべきであることを認め
イ可人も完鎚つ平等な櫛Uの享有を否定される齢には、 いかなる齢でも、

規定の趣旨が全く損なわれて ことになる〝 締約国ま蹄に朧された全ての権
利を男性と女性が平等に享有ずることを確保すべきである。

捌第2条及び第3条に規定された、 規約で認められた櫛Uを全ての個人に確保する識に
Mil 全ての人がこれらの榴Uを享有することを可含旨にするあらゆる必要な措置を

これらの措置はこの規約におし`て述べられた約束を寿予するために、

各樹Uの平等な享有に尉る疇章害の除去 国瞰び人権にかカ巾る締約国瀕に瀞る教育お
よび国内立法の適合を含む。

締約国は、 イ呆朧置ぱカゝりか、 女“性が実効的で鴨なェンパワーメ トを餓するために、

あらゅる令頁域におし丶て建設的な措置を取らなければならなし丶。

締約回ま‡土会で女〝性が現実に担ってし丶る朧'jに関連する情報を離しなければならない。

そうすることによって、 委員会はこれらの諦を鋼るために立法的な規定欝こ力ロえてどのょ
あるいは取られるべきか、 どのような進歩がなされナこか、

それを克月反するためにどのような旗が取られてぃるのかを確かめ
ることができる。

締約国はいかなる謡Uもなしに櫛Uを平等に享有することを確保する責イ壬がある。

櫛Uの輔な享有を損なう公的部門及ひ沫ム的部門の両方におし`て識U的な行動を

終わらせるために、 締約国が性による謡Uを禁止することを含め、
ことを命じている〝

世界中で女*性による榴Uの享有にぉける不平等は、 宗軸態度も含めてイ琉的
文イヒ的に深く‡良イ寸いている。 幾っかの国におし丶て女性の従属的な儲…朝台』尼期の性による遡U

と女胎児の中絶の高発生率に示されている。 締約国は、 宗珈及び文イヒ的

法の前の平等及び規約上の全ての槽Uの平等な享有に瀞る女性の楷Uの侵害を正当
してはならないことを確保すべきである。

あるし寸ま危険に陥れるかも しれなし丶イ云統的丶 歴史的及び文イヒ的な慣行ならびに宗軸

な鞭の局面にっいて適切な†青報を離レ 跚糸急国がそれらの要素を克月反するために如何な

とするのかを示すべきである。

閣 K



6 締約国は、

この一般的

意見は、

に し、 これらの様々

7

条)。

規定されたよ うに、 そのょ して委員会に情報

8

誘拐、

置を報告すべきである。

9 締約国は、

を、

とを目論んだり、 又はその活動

さらに、

ていない丶

限 してはな ら

10

約国は又、

委員会は又、

ーー

委員会は又、

ら 丶。

られた権

第3条で示された諦を果たすために 棚に明示されたそれぞれの檀Uを男女
が平等に享有することを疇且む要因を考慮すべきである。 委員会がそれぞれの締約国における規

約上の櫛Uの実施に関して、 女性の置ヵゝれた状況を把握できるようにするために、

この規約上の椿Uを女性が平等に享有することに影響を及蜃王す幾っかの要因を明らか

プょ櫛Uに関して要求される情報の類型を詳しく説明する。

女性による人権の平等な享有は鵬事態の最中におレ丶てもイ呆護されなければならない(第4

公の緊急事態におし丶て規約上の諦を制疇良する措置を取った締約国は、 第4条において
うな措置が女性の置カ机ナこ状洲こ及老王す影響に関

を纈すべきであり、 そのょうな措置が謡U的でないことを説明すべきである。

女性は国際的、国内峨力糸脾の齢…ま特に被害を受け村し丶。締約回ま委員会に対して、
武力鵬下に強姦丶 その他のジェンダーを離にした暴力から女〟性を保護した全ての措

織の縮結国になると 軸第3条に従って規約に示された全ての市民的及ひ政
治的櫛Uの享有に肘る男女の平等な櫛Uを確保する赫を負う。 跚約国は第5条に従って、
規約上の全ての靖 いずれの国家、 集団及齠人が第3条に規定された櫛Uを石皮壊するこ

規約にある制限を越えて制疇良することを目論む活動に従事し、

を斯する櫛Uを意味するものと欄してはならない。 規約はそのような櫛Uを認め
あるいはその檀=が認める範囲がより狭し丶ことを理由として、 字蜂、 紬、 棚Uま

た径ま〝慣習にょって認められ又るま楠する全ての耕的人権を女性が平等に享有することを制

し又鬱ま侵 なし 丶。 〝

締約国は 規約第6条の生命に関する槽…こっし丶て報告をする齢には、 出蜥言十及び女踵

婦の死亡統言十を掘ヰすべきでぁる。 幼児の死亡率にっし丶て男女男Uの資米才を掘ヰすべきである。

締約国は女†生が望まなし丶女班を避けるため欝こ役立っ、 あるレ寸ま女丿†生の生命を脅カゝす闇中絶に及

ばなぃことを確イ呆するために締約国が取った全ての措置に関する情報を融すべきである。 締

要女』澱、 未亡人の焼却及びダウリー殺人のよ ぅな生命に関する櫛Uを侵害する行

為から女性を保護するための措置を報告すべきである。 女丿†生の生命を脅ヵゝ錯困

軸j奪ヵ寶女性に与える特有な影響に関する情報を入手したし丶。

委員会は子ども優こ特呂Uな保護を与える規約第2 4条と同様に第7条に従っているかを言跚
するために丶 女性に瀞る強姦を含む、 夫婦問及胱の他の升彡態の暴力に関して国内の字去律及

ぴ聞ラにっいて†青報を得る必要がある。 締糸急国が豆蟻された結果女班した女†生に

安全な中絶をする手段があるかど うかを知る必`要がある。 締糸毎国は又、 委員会に対して強帯=的

な中糸級び不女壬を避けるための措置に関して情報を離すべきである。 †生纈除の^慣行が楠
する締約国においては、 その広がり及鵬のための措置にっし丶ての†識を瞰しなければな
なし

締約国から纈された全てのこれらの問題に関する†青報には、 第7条のもとで認め
利が侵害されてし丶る女性のための字去的救済措置を含鵬灘置を含めるべきである。



ー2

締約国は同様に、

委員会に対して、

丶。

ー3 委員

会は、 そのような規定が丶 例えば丶 第2 第7条に
は、 そのよ そ

第ー

よ 第ー

第ー 8条及びー

そして

最後に第2

第9条に関して、 締約国は、

(一般的意

見8のー項参照)

ー5 第 。条に関して、 締約国は、

特に、 締約国

は、 うか、

ある。

即ち、

ー6 第ー 2条に関して、

給に関して、 第三者の同意を要件と
あるいはそ

7の6及びー

 

第8条の締約国の輔に照らして、 締約国は国内及び国境にまたがる女傲び子どもの人身

売買及胡黄制売春を鯨するために取られた措置にっし`て報告すべきである。

女又隷状態やなかでもお詣し丶その他の種類の雇し丶人を装った苦役から外国人

女丿性を含む女性と子どもを保護するために取った措置にっし`ての情報をも融しなけれぱな
らなし

女性と子どもを募集し丶 連れ出す締約国及び受け珊糸急国ば 女†扱ぴ子どもの檀Uの侵害
を避けるために取られた国内的及び国際的措置に関する情報を離しなければならなし丶。

締糸毎国は女〟†生が人前で纏う衣月反に関する特有な規定に関する〟†青報を棚すべきでぁる。

6条にっぃては、 識Uがないことにっいて、

っいて うな規定を強制するために体罰が課せられるならば、 第9条にっいては、

の規定に従わないと繭されて処罰される船、 2条にっいては、 もし移動の自由がその

うな拘束の下に置カゝれるならぱ、 7条は窓意的又は非合字去的な干渉なしに全ての人にプ

ライバシ…に関する櫛Uを保尉るものである、 9条蜃ま女縄性が宗教や自己表現

を腑するためにではなし丶衣月反にっし`ての必丶要条イ牛に従わなければならなし丶船には丶

7条にっぃて、 衣月反の規帯=が女性が主張することができる文ィヒと種示突する齢には

規約襲こ保障された多くの閻Uを侵害することになるかも しれないことを豊董調する。

ー4 女性を家に閉じ込めるよ うな窓意的非合字去的な木跚によって女

性から自由を奪うかも しれなし丶字去律や慣行に関する情報を掘ヰしなければならない

7級び第ー 自由を奪ゎれた人の楷Uが女丿†生と男性と同じ条

件で保護されることを確保することに関連した全ての†青報を融すべきである。

臨において女性と男性が別々に収監されているかど 女丿性膠ま女〝性の看守によっての

み譬護されているどうかにっぃて報告すべきである。 締約国ま罪を問ゎれた少女が大人と別に
なっている纈Uに従ってぃることにっいて、 また自由を奪ゎれた女性と男性問で、 例幻まネ土会

復ヅ繭育プログラム及び夫滸棘の訪問手段などにっし丶て魍上の相違を報告すぺきで
自由を奪ゎれた女賑中の女†生は子どもの融を取り巻く状況におぃて、 噺生児の養育

期間中はイ鵬でも人道的な取扱し丶を受け、 固有の尊厳を尊重されるべきである。 締約

国はこの様な取瞰ひ尊厳を尊重することを確保するための旛設及び女性とその子どものた
めの医療と麒に関して報告すぺきである。

締約国は、 移動に関する自由に鮒る女†生の櫛Uを制B良するシ去律朧及
ぴ團ラに関する†青報を儲すベきでぁる。 それ鬱ま伊jえぱ、 妻に肘る女融因上の権限の行倣び
成人した娘に肘る糊の行使や、 成人女性に鮒る旅券及びその他の形式の旅ネラ用舗の発

して女性が旅行できないょう委こする字去働ならびに現実に

存する資格副牛のょうなものである。 締糸旬国は又、 その様な字去律や聞テを鯨レ
の様な字去律や慣行に対して女,性を保護するために取られた措置を、利用できる国内的救済措置

に言及することを含めて報告すべきである (搬的意見2 8項参照)。



ー7 締約国は第ー 3条に規定されたように、

この点に関して、

られるべきである。

ー8 締約国は、 委員会が第ー

るかどうか (ー 986年2。2号 de Aveーーanaー aid (ー 988年ー
2 8 即ちそれは丶 して言正言で

きるかどうか丶

ための措置がと

ある の女性が第ー
かど うか、

ー9 第ー 6条の下で、

産を所有し、

族に与えられる物と して扱われないことを意味している。 締約国は、 して

2。 締約国は、

そのよ

るところ、

テス

7条の下で認め

そしてそのような妨害をなく し、

2ー 締約国は、 ,思想、

 

  

 

外国人女性が、 自分が働されることに反瀞る理由
を提出すること及瞰女らの詞牛を再審査させる櫛Uを平等な基準で言 容されることを確イ呆す

るべきである。 朧の侵害を女†生が上記ー 0項及びー ー項で纈したような
ジェンダーに特有な理由を木跚と して提出することができる櫛Uを与え

4条に規定する裁判所ヘのァクセスゃ公正な 葦 誹を受ける楷Uを女

性が男性と同じ立場で享有できるかどうかを確かめることができる情報を朧すベきである。

特に締約国は、 女性が直接且っ自発的憂こ裁半U所にアクセスすることを妨げる字去律的規定ヵ嘉あ

At。 対ぺ丿析調牛 ー月

日關)、 報告すべきである。 女性が男性と平等な立場で証人と

特に棘Fn『題にっし丶て女性が平等に法雌助へアクセスできることを確保する
られているかどうかにっいてである。

締糸句国は、 4条2項の下で無罪の推定を受ける櫛Uを否定されてし丶る

又そのような状況を終ゎらせるために取られナこ措置にっし丶て報告をすベきである

イ可人も法の前の人と してどこででも認められる櫛…ま特に女性に関連があ

る。 女丿性はしば凵王性揃働因上の地イ立を理由に櫛Uを剥奪されることがぁる。 この楷…ま財

契約を締結し、 その他の櫛Uを行使するための女†生の権能が女融因上の地イ立ゃその

他の嵩U的な理由で帯U限されないことを含む。 この規定は女性が亡夫の雌と ともに夫の家

女性が字去律上人問と

完全に取扱われたり、機官呂したりすることを妨げる字去律及ぴ儲ラならびにそのような取り扱い

を言午ず7去律や慣希テを鵬するために取られた措置に関する†青報を纈しなけれぱならない。

女†生が男性と平等の立場で第ー 7条に保護された女性のプライバシーゃその他の

櫛Uを朝する女性の槽ーjを妨害するかも しれない字雄や慣行の影響を委員会ヵ主言跚するこ
とを可能にする情報を瞰しなければならなし丶。

うブよ妨害の一例は豆董姦からの保護を含めて、 女性の性生字舌が女*性の字去律的な槽Uや

保護の範囲を決定する際考慮されるところに発生する。 締約国が女性の蛹機會旨に関連する
プラィバシーを尊重することに欠けるかも しれない他の領域は、 例幻杯妊に関する決離限
が夫にあるところや、 一定の子ども数喘=限のある一般的な要イ牛が女性の不女壬に課せられ

又鬱繝国が中絶をした女〟性の医自而囃臨の鵬に法的識を課して事伊j報告
をさせるところである。 このような齢には、 規糸急上の他の櫛止 例え膠ま第6僻7条のよう
な櫛Uが危険に瀕してしまうかも しれない。 女性のプライバシーは女性を採用する前径こ女班

トを要対るような雇主のごとき未ム人にょって侵害されるかも しれない。 締糸急回ま第ー

られた槽Uを女性が平等に享有することを妨げる字去律ゃ、 公的又は未ム的ブょ行動

にっいて報告すべきである。 妨害から女性を守ることがで

きる朧にっいて報告すべきでぁる。

良〟仁`及踪教ならびに個人が宗教やイ言念を瞰する自由が、 それは宗教や

信念を変更する自由綜纐帆言念を表現する自由を含むものであるが…女性と男^性の両方

k'



に、

第ー

そして、 これらの自由は丶 第三者からの許可

夫、 兄弟その他の者による干渉によって制限されてはなら

第ー 8条により、

締約国はそれ故、

女性に関

し、

取られたか、 あるいは取ろう と しているのか丶

22 第ー9 条に関連して丶

して、

して描く淫らなそしてポノレノ

23

る。 そしてこの規定はー 9 9 。年に出された一般的意見ー

多くの要因によって女性が自由に結婚
しれない。

このよ ドされた上丶

して、 法律

24

強姦者が被害

者
礎を危う く される。 締約国は、

うか、

は、

そのよう

脾な立場で謡嘘しに字去律や慣行によって保障され丶 イ呆護されることを確保する措置を

取らなけ州まプょらない。 8条により保護されたこれらの自曲ま棚によって認められる
以上の制限にからしめてはならなし丶。 なかでも、

を要耕る棚Uによったり、 熾、
なし丶。 ノ思`芥量、 良,仁`及ぴ宗教の自由を引用して女性に爛る謡Uを正当化す
る‡跚と してはならなし丶。 女性の,思`想、 良ノ仁`及峡教の自由に関連する女

性の地イ立に関する†青報を融しなければならなし丶。 してこれらの自由の侵害を鵬
回避するために、 まナこ女ロイ可なる謡Uからも女性の櫛Uを保護するためにどのような鵬が

その両方を纈しなければならなし丶。

締糸急回ま委員会に対して、 女ーr生ヵ主臍な立場でこの規定の下で保護さ

れる櫛Uを才予使することを妨げるかも しれない字去律やイ也の要因にっし`て知らせるべきである。

女〟性や少女を暴力の亮像と または品イ立を傷っける取才及し`や、 非人道的な取扱いの棘と
グラフィー的イ竜物を出版し、 洗怖することは女†生や子どもに肘

るこの種の扱いを助長するおそれがあるので、締約国はこのよ うな物の出版ゃ流怖を制疇良する

シ去律的措置に関する†青報を雛しなければならなし丶。

締糸毎国は男性と女性が第2 3条に従って結女昏に関して平等に取り扱ゎれることを要請され
9にさらに詳糸田に説明されてぃる。

男性と女性は自由且っ完全 合意によってのみ結女討る櫛Uを有する。 そして締約国は脾な
立揚でこの櫛Uを享有することを保護する識がある。

を決定することができないように妨げられるかも そのような要素の一っは丶 最瞰昏

姻軸である。 揃因年齢發ま男性と女性が韓な鵬で国家によって設定されなければならなし丶。
うな離は、 女性がイ ンフォーム 不当な介入なしに意,思決肘る女性の能

力を確イ呆することができるようにするものである。 ある国におい廿ま第二の要因と

や慣習法によって、 通常は男性である後見人が女性自身の代ゎりに結婚の承諾をすることでぁ

るかも しれない。 それによって女*性は自由な選択を阻まれることになる。

自由完全な合意がなされた齢にのみ女性が結酎る櫛…こ影響を凪ますヵゝも しれなぃも

う一つの困難な要因は 女性の強織害者を窮地に追ぃゃって、 プレッシャーをかけて結婚に

同意させる‡土会的跚の楠である。 女丿†生の結女昏に榊る自由且完全な合意ば

と結女昏しナこ齢には 刑事貢イ壬を消滅させ、 又鬱ま湖Uされることを許洞去律によっても嘔

特に強瞰害者がネ土会から窮地に追し丶やられることを耐えなけ

ればならなし ヰ土会では、 被害者との結婚が刑事責イ壬を消滅乃至湖」するかど 鵬者が未
成輔の齢に豆菫姦鬱ま棚年齢を下げるかどうカ\ 纈すべきである。 結婚の檀Uの別のイ貝=面

女性は男性と比較すると再婚にっし丶て国家が制限を課ザ給に影響を受けるおそれヵ寶ある。

酉己イ賭を選噛…ままた、 特定の宗教を持っ女性が無宗淑膠ま男Uの宗鮒あると表明している

男性と結酎ることを妨げる字去律や慣行にょって規制されるおそれカ言ある。 締糸急国は、 女†生が

自由且完全プょ合意がぁる齢のみ結婚する櫛Uの離を危う くする字去律や慣行及ぴ、



結婚

25 第2

養育、 及び財産の所有

及び管理、 うかに関 して、

うな財産の所有及び管

ある。 また、

し、 自

夫と妻が家

26

財産分与、

27 第2 多様な家

一般的意見ー 9の2項
の最後の文章に指摘したよぅに、

要である。

れていることが常態となっている。 従って締約国は`

28 (第2 4条) は、

るベきである。 教育丶

そして

他の適切な措置によ り、

である。

29 締約

国は、 第2
ない。 そして、

  

なシ蝉を廃止し又鬱ま'聞ラを‡跚するために取った措置にっし丶て情報を掘ヰすべきである。

する櫛…こ関する平等の取‡及いの理念は、 一夫多妻制と両立しないことを意味することを留意

すべきでぁる。 一夫多妻市=鬱ま女†生の尊厳を侵害する。 一夫多諦…ま女〟性に肘る許されない差

別である。 従って、一夫多妻制が楠するところはどこででも丶 明確に廃止されるべきである。
3条4項の識を果たすために、 締約圓ま揃因制度が酉己イ賭双方に 子どもの親棚び
子どもに肘る宗搬び道徳教青 子どもに両親の国籍を伝える権能、

鮪財産又は酉己イ畠者のイ可れかの戦虫所有かど 平等の櫛Uと識を含
むことを確保しなけれぱならない。 締約国は、 結女昏した女丿性がそのよ

理に関して輔な櫛Uを有することを確保するために、 必要な齡には、 シ去律を見直すべきで

結婚を理由とする国籍の取希尋及峡先 周主敵び夫妻の女珈前の氏の朗を
喘 M しし 丶氏を選択する船に脾の立場で決定する酉己イ緒各 の櫛…こ関しで湖Uの

違いに基づく謡りが起きないことを確実にしなけ州まブょらない。 女罰因中の平等は、

族の中で脾に責イ壬と権含旨に預かることを意味する。

締約国は、 女罰朧消に関して平等を確保しなければならなし丶。 そしてそれ鬱堀行拒否の可能

性を除外する。 胞昏及び女勲因の無効取消しの原因は、 離 〟皇 麦扶養及び子どもの親

権に関する決定と同様に、 男性と女性に同一であるぺきである。 子どもと朧を持たなし丶親と

の間の交渉を僻する必要〝性は、 平等な攪点に立って考慮されなけ州まならなし邉 酉己イ緒の

一方が死亡した齢の撒因解消においては丶 女性襟ま男性が持っているのと同じ平等な相続権を

持つベきである。

3条の蜥におぃて、 赫であると承認することに影響を測王すのであるが、

鵬を受容することは重要である。 そして赫の朧には、未女昏の規(伽rriedc。upーes)、
その子どもたち、 又はその子どもたちと片親の耕を含むものであり、

この様な鵬におし`て女性の平等な扱いを確保することは重

単囃は、 一人あるいはそれ以上の数の子どもを養育している単射性で構成さ
女'性の親としての傭jから似たような

瀧にある男性と平等な立場で、 その女性を解肘ることができる如何なる援助措置があるか
記耐べきである。
子どもを保護するための締約国の識 少年と少女のために轄に剪ラされ

締約国は、 糸搬 'ョ寶 管理において、 少女が少年に対して輔尋こ扱ゎ

れることを確保するために取られた効果的で建設的な措置にっし丶て報告すべきでぁる。

委員会に対してこの点にっし丶て男女呂Uの資料を離すべきである。 締約国は 字去律の制定その

女の子どもの自由と福祉を危険に瀕しめる全ての文イヒ的如ま宗軸慣

行を朧すべき
公務に参画する楷…ま` イ可処ででも平等の立場で完全に実施されてし丶るわけではなし丶。

5条の楷Uを法律が女性に男性と同じ菊牛で保F章されることを確保しなければなら

女丿性ヵ翠公務に参画することをイ嘩し 確保するための適切な暫定的積極的題



する。

人種、 皮膚の色、 宗教、 国

財産、

3ー 第2 締約国

3 9 78号
et aー (ー 9 8

Br。eks対オ (ー 987年4月 9 日見解; ー 82/ 8
4号 Zwaande 98 7年4月9 日見解);2 ー 8/1 986号 V。s

(ー 98 9年3月29日見解)
(honor crimes)

特に第6条、 第ー 6条、 及び第2 また不貞又はその

委員会は、

て保護されることのない領域に雇ゎれているこ と、 特に高

締約国は先頭に立って、

教育、

べきであり、 このよ

る。

32 7条の下で享有でき 国

9 7 7 Lovelace 対カ

(1 98
又はそれを企図

さらに、

策を含む効果的で建設的な措置を取らなければならなし丶。 締約国による選挙権を持っ全ての人

がその櫛Uを行使できることを確保するために取られた女ヵ果的な離は丶 性を理由とする識U

的なものでぁるぺきではない。 委員会鬱鍋約国に公務員の管理職ならぴに司法におけると同様

に齢を含翻ム曜の職にぁるものの女性の百分比にっし`て統計的情報を離することを要請

3。 女†生に榊る謡Uはしぱしば、 壽吾、 閲台的又はその他の意見、

民的もし鋤まネ土会的出身、 出生又はその他の地イ立等を理由とする謡Uと混ざり合ってぃ

る。 締約国はその他の理由による謡Uの実例が特殊な仕方で女性に影響を凪王す仕方にっし丶

て言弛し、 これらの影響委こ反撃するために取られた措置に関する情報を含めるべきである。

6条により保護されてし丶る法の下の平等に肘る櫛U及び謡Uされなし丶自由は、

があらゆる分野における公未ムの機関による識Uに対して希ラ動することを要請する。 ある国にお

ける市朧あるし丶は市民でなし丶者の櫛=の領域一0 5/ー A血eeruddy一Cziffra

対モーリシャス訶牛 ー年4月瞰見角牢) 一におけると同様に、 ネ土会保疇章シ去のよ

うな領鵬ー 72/84号 ランダ調牛

Vries対オランダ詞牛(ー

対オランダ嘲牛 ーにおける女†生に賦る識…ま第26条〝こ敵
する〝 嘲されないままでぁる所謂 「名誉客朧」 と呼鬱まれる犯罪の遂行鬱ま規

約の重大な敵であり、 6纈でぁる。
他の罪を犯したた伽こ男性に対してより も女性に対してより重い刑罰を課する字去律は平等取

扱いの要言青に願する。 跚報告書を審査した際に、 大部分の女性は労働字去によっ

広く行き渡っている習'慣やイ識が、

給を得る雇用の齢ゃ同一価イ直労働に爛る同一賃金の支‡ムに関して女性を謡Uしてぃると
の所見をしば凵鬱述べてきた。 自国のシ去律帯=餓ぴ慣行を見直すべき

であり女丿性に鮒る全ての令頁域における、 例幻輻用、 喇台活動及朧宅、 物資及びサ

ービスの供糸脾の令頁域において、 未ム人にょる識Uを禁止することによる等、 謡Uを鵬するた
めに必要なあらゆる措置を実施するベきである。 締約国はこれらの全ての措置にっいて報告す

うな謡りの被害者が利用できる救済措置にっいての情報を離すべきであ

少数者に属する人が言蟲 文イ吸喘教に関して規約第2 る櫛…ま、

家轄団及跚人が宇去律による平等な保護に瀞る櫛Uを含めて、 規糸急上の槽Uを女丿†生が平等

に享有する櫛ー」を侵害することを認めるものではなし丶。

締約回ま少鰯の共同‡土会に置ける会員資格に関連して、 規約の下で女性の平等権を侵害す

ることになるかもしれなし丶字去律宙U度寮行政的聞テにっいて一24/ー

ナダ潮牛 ー年6月掘尺見解) 蝦告すべきである。 そして規約上の全ての市民的瑚台

的櫛Uを享有するための男性と女性の輔な櫛Uを確イ呆するために取られた、
した綱にっいて報告すべきである。 締糸毎国は、 女†生の櫛…こ影響を及膠王す少鰯の



2。。。年3月 29日開催ー 834会合

共同‡土会内における文イヒ的又は宗軸'聞ラに関連して締約国の責任を果たすために取った措

置にっいて報告すべきである。 締糸急国が報告する際には丶 締約国は少数者の共同ネ土会の文化

的生活に対して女性が行った貢献に注意を払うべきでぁる。

〈68会期) にて瞰


